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ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ

る
現
代
だ
が
、
ス
ト
レ
ス
は

目
に
見
え
ず
、
個
人
差
が
あ

り
、
過
度
な
ス
ト
レ
ス
に
よ

っ
て
心
身
の
健
康
を
損
な
う

こ
と
も
あ
る
た
め
、
事
前
に

各
個
人
の
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
反
応
を
正
し
く
把
握
し
、

適
切
な
対
処
を
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。

　

研
究
で
は
、
ス
ト
レ
ス
耐

性
の
高
い
人
は
、
ス
ト
レ
ス

負
荷
に
対
し
て
適
切
に
応
答

し
、
ス
ト
レ
ス
負
荷
後
は
速

や
か
に
回
復
す
る
と
い
う
ア

ロ
ス
タ
シ
ス
理
論
に
基
づ
く

仮
説
を
も
と
に
、
ス
ト
レ
ス

耐
性
を
客
観
的
か
つ
短
時
間

で
簡
便
に
測
定
す
る
評
価
方

法
を
検
討
し
た
。

　

実
験
は
、
20
～
60
代
の
女

性
62
名
に
、
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
応
答
性
指
標
と
し
て
指

先
の
皮
膚
温
変
化
を
評
価

し
、
ス
ト
レ
ス
負
荷
（
計
算

課
題
）
を
２
分
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
（
回
復
期
）
１
分
、
計
３

分
間
の
試
験
を
実
施
し
、
１

秒
毎
の
皮
膚
温
変
化
を
計
測

し
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
ト
レ
ス
耐
性

に
関
連
す
る
被
験
者
の
心
理

的
要
因
と
し
て
、
人
格
特
性

と
数
日
間
の
主
観
的
な
ス
ト

レ
ス
状
態
の
調
査
を
実
施

し
、
皮
膚
温
の
ス
ト
レ
ス
応

答
性
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

の
解
析
を
行
っ
た
。
試
験
の

結
果
、
ス
ト
レ
ス
負
荷
期
に

皮
膚
温
が
下
降
し
て
回
復
期

に
上
昇
す
る
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
、
３
分
間
と
い
う
短
時
間

の
中
で
ス
ト
レ
ス
負
荷
と
回

復
の
双
方
の
応
答
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

得
ら
れ
た
結
果
か
ら
、
ス

ト
レ
ス
負
荷
期
（
前
期
・
後

期
）、
回
復
期
の
計
３
区
間

に
つ
い
て
、皮
膚
温
変
化
量
・

平
均
皮
膚
温
を
６
つ
の
評
価

指
標
に
換
算
し
た
値
と
、
人

格
特
性
、
主
観
的
ス
ト
レ
ス

状
態
を
そ
れ
ぞ
れ
変
数
と
し

て
分
散
分
析
・
多
重
比
較
検

定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
皮
膚

温
変
化
量
の
結
果
は
、「
人

格
特
性
の
開
放
性
」「
誠
実

性
」「
主
観
的
ス
ト
レ
ス
状

態
の
集
中
力
」
に
関
す
る
質

問
の
回
答
結
果
と
の
関
連
が

見
ら
れ
た
。

　

一
方
、平
均
皮
膚
温
で
は
、

「
人
格
特
性
の
神
経
症
傾
向
」

「
主
観
的
ス
ト
レ
ス
状
態
の

社
会
的
活
動
障
害
」
に
関
す

る
質
問
回
答
に
関
連
が
見
ら

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
解
析
に
よ
り
、

ア
ロ
ス
タ
シ
ス
理
論
に
基
づ

く
仮
説
通
り
、
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
負
荷
前
期
・
回
復
期

の
皮
膚
温
の
応
答
性
が
高
い

人
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
が
高
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
皮
膚
温
の
ス
ト

レ
ス
応
答
性
タ
イ
プ
の
違
い

に
よ
り
、
急
性
ス
ト
レ
ス
だ

け
で
な
く
慢
性
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
も
判
別
で
き
、
心
理

的
要
因
の
特
性
分
析
に
ま
で

応
用
で
き
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
た
。

　

今
回
の
研
究
に
て
短
時
間

で
簡
便
に
個
々
人
の
ス
ト
レ

ス
耐
性
を
判
別
す
る
評
価
法

が
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
の
タ

イ
プ
に
応
じ
た
心
身
へ
の
手

入
れ
提
案
な
ど
、
肌
の
状
態

だ
け
で
な
く
、
顧
客
も
気
づ

い
て
い
な
い
心
の
変
化
に
も

寄
り
添
う
美
容
提
案
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
な
げ
て
い
く
。
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同
研
究
の
成
果
の
一
部
は

「
第
38
回 

美
容
皮
膚
科
学
会

総
会
・
学
術
大
会
」（
９
月

12
～
13
日
）
で
発
表
し
、
優

秀
演
題
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　

シ
ミ
に
は
、
部
位
・
大
き

さ
・
濃
さ
・
色
合
い
・
輪
郭

な
ど
に
お
い
て
様
々
な
タ
イ

プ
が
あ
り
、
発
生
要
因
も
複

数
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
同
社
で
は
、
シ
ミ

部
位
の
肌
で
特
異
的
に
観
察

さ
れ
る
現
象
を
長
年
研
究

し
、
様
々
な
シ
ミ
の
発
生
要

因
に
応
じ
た
多
角
的
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
て
き

た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
慢
性

的
な
紫
外
線
ダ
メ
ー
ジ
の
蓄

積
に
よ
り
発
生
す
る
シ
ミ
領

域
の
真
皮

上
層
に
お

い
て
、
異
常
な
毛
細
血
管
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
す
る

こ
と
を
発
見
し
、
シ
ミ
形
成

と
血
管
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
研
究
で
は
、
シ
ミ
の
過

剰
な
色
素
沈
着
を
レ
ー
ザ
ー

治
療
に
よ
り
除
去
し
た
際
の

　

コ
ン
ド
ロ
イ

チ
ン
硫
酸
は
全

身
に
広
く
存
在

す
る
体
内
の
成

分
で
、
真
皮
で

は
傷
が
治
る
と

き
な
ど
に
特
に

増
加
し
、
線
維

芽
細
胞
を
呼
び

寄
せ
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
産
生
を

増
や
す
と
い
っ

た
重
要
な
働
き

を
も
つ
な
ど
、

皮
膚
の
形
成
に

欠
か
せ
な
い
成

分
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
し

か
し
シ
ワ
の
溝

の
部
分
の
皮
膚
内
部
で
は
少

な
い
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら

れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
コ
ン
ド
ロ

イ
チ
ン
硫
酸
が
増
え
る
と
、

シ
ワ
の
改
善
に
つ
な
が
る
成

分
の
作
用
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
を
調
べ
た
。

　

同
社
が
開
発
し
た
ニ
ー
ル

ワ
ン
は
、
シ
ワ
の
原
因
と
な

る
酵
素
「
好
中
球
エ
ラ
ス
タ

ー
ゼ
」
の
活
性
を
阻
害
す
る

成
分
だ
が
、
ニ
ー
ル
ワ
ン
の

働
き
に
対
す
る
コ
ン
ド
ロ
イ

チ
ン
硫
酸
の
影
響
を
調
べ
る

と
、
ニ
ー
ル
ワ
ン
の
作
用
が

高
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　

次
に
、
好
中
球
エ
ラ
ス
タ

ー
ゼ
を
放
出
す
る
細
胞
「
好

中
球
」
が
皮
膚
に
集
ま
る
の

を
抑
制
す
る
成
分「
Ｃ
Ｈ
Ｇ
」

に
着
目
し
て
研
究
を
進
め
た

と
こ
ろ
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン

硫
酸
に
よ
り
Ｃ
Ｈ
Ｇ
の
作
用

も
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
シ
ワ

の
溝
の
皮
膚

内
部
で
少
な

く
な
っ
て
い

る
コ
ン
ド
ロ

イ
チ
ン
硫
酸

を
増
や
す
こ

と
で
、
シ
ワ

改
善
化
粧
品

の
効
果
が
よ

り
発
揮
さ
れ

る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
同
社
は
、
油
溶
性

カ
モ
ミ
ラ
エ
キ
ス
と
油
溶
性

ア
ル
ニ
カ
エ
キ
ス
を
独
自
の

比
率
で
配
合
し
た
複
合
エ
キ

ス
に
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫

酸
を
増
や
す
効
果
が
あ
る
こ

と
を
発
見
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
エ
キ
ス
を
ニ
ー

ル
ワ
ン
や
Ｃ
Ｈ
Ｇ
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、「
肌
内
部

の
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
の

力
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
的

な
シ
ワ
ケ
ア
が
期
待
で
き

る
」（
同
社
）
と
い
う
。

シ
ミ
形
態
を
追
跡
調
査
す
る

こ
と
に
よ
り
、
血
管
が
シ
ミ

の
形
成
・
維
持
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。

　

シ
ミ
に
対
す
る
有
効
な
治

療
法
の
１
つ
に
、
美
容
医
療

現
場
で
施
術
さ
れ
る
ピ
コ
秒

レ
ー
ザ
ー
治
療
が
あ
る
が
、

色
素
沈
着
の
改
善
度
合
い
に

は
シ
ミ
ご
と
に
個
体
差
が
あ

り
、
事
前
に
治
療
効
果
を
正

確
に
予
測
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
研
究
で

は
、
肌
を
傷
つ
け
ず
に
肌
内

部
の
血
管
を
可
視
化
す
る
独

自
の
光
干
渉
断
層
血
管
撮
影

技
術
（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ａ
＝
Ｏ
ｐ
ｔ

ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ 

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ

ｐ
ｈ
ｙ 

Ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｏ
ｇ
ｒ

ａ
ｐ
ｈ
ｙ
）
を
用
い
て
、
真

皮
上
層
の
血
管
密
度
と
シ
ミ

に
対
す
る
ピ
コ
秒
レ
ー
ザ
ー

治
療
効
果
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
解
析
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
施
術
前
の
血

管
密
度
は
、
施
術
３
カ
月
後

の
シ
ミ
の
色
素
沈
着
の
改
善

率
（
メ
ラ
ニ
ン
の
減
少
率
）

と
有
意
な
逆
相
関
関
係
に
あ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を

刷
新
し
た
ほ
か
、
９
月
11

日
に
は
新
た
に「
腰
40
℃
」

「
首
肩
ポ
イ
ン
ト
温
熱
」

を
投
入
し
、
冷
え
か
ら
く

る
多
様
な
悩
み
に
対
応
で

き
る
ア
イ
テ
ム
を
取
り
揃

え
た
。

　

同
社
は
18
年
、「
冷
え

　

エ
ス
テ
ー
が
展
開
す

る
、
冷
え
に
悩
む
女
性
に

寄
り
添
う
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｏ

ｎ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
（
オ
ン

ス
タ
イ
ル
）」
は
、「
お
な

か
40
℃
」
と
「
肩
40
℃
」

の
売
上
が
特
に
好
調
に
推

移
し
て
い
る
。
ま
た
、
９

月
に
「
お
し
り
41
℃
」
の

に
悩
む
女
性
を
温
か
さ
で

サ
ポ
ー
ト
」
す
る
新
た
な

価
値
を
訴
求
し
た
ブ
ラ
ン

ド
「
オ
ン
ス
タ
イ
ル
」
の

展
開
を
開
始
し
た
。
気
候

変
動
に
影
響
を
受
け
や
す

い
温
熱
商
材
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
お
い
て
通
年
ア
イ
テ
ム

と
し
て
浸
透
を
図
り
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
全
体
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　

暖
冬
だ
っ
た
昨
年
は
、

カ
イ
ロ
や
医
療
機
器
全
般

が
売
上
ダ
ウ
ン
と
な

っ
た
一
方
、「
お
な

か
40
℃
」
の
売
上
は

前
年
を
上
回
り
、
19

年
発
売
の「
肩
40
℃
」

も
同
等
の
ス
コ
ア
を

記
録
し
た
。

　

今
期
は
、
既
存
ラ
イ
ン

の
強
化
や
改
良
を
図
る
と

と
も
に
新
商
品
を
投
入

し
、
温
熱
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
確

立
を
図
っ
て
い
く
。

　

９
月
に
は
「
お
し
り
41

℃
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
刷

新
し
、
ざ
ぶ
と
ん
を
敷
く

だ
け
で
温
ま
る
使
用
感
の

手
軽
さ
や
、
じ
ん
わ
り
と

温
ま
る
機
能
性
を
訴
求
。

使
用
満
足
度
の
高
い
同
品

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

ト
ラ
イ
ア
ル
を
促
進
し
て

熱
」
は
、
コ
リ
の
ポ
イ
ン

ト
に
直
接
貼
れ
る
直
径

２
・
８
㎝
の
温
感
パ
ッ
チ

で
、
約
45
℃
の
温
熱
が
15

～
20
分
間
持
続
。
短
時
間

で
集
中
的
に
温
熱
が
届
き

「
気
に
な
る
部
分
を
手
軽

に
素
早
く
ほ
ぐ
す
」
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。

　

「
首
肩
ポ
イ
ン
ト
温
熱

の
開
発
で
は
、
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
凝
り
を
ほ
ぐ
せ
る

大
き
さ
と
温
度
感
に
こ
だ

わ
っ
た
。
今
後
は
職
場
だ

け
で
な
く
在
宅
で
の
勤
務

に
よ
る
需
要
を
捉
え
、
働

く
女
性
の
悩
み
に
寄
り
添

う
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
成

し
て
い
く
」（
事
業
統
括

部
門
サ
ー
モ
ケ
ア
事
業
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ 

寺
岡
昌
美
氏
）　　
　
（
高
）

い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
商
品
と
し

て
「
腰
40
℃
」
と
「
首
腰

ポ
イ
ン
ト
温
熱
」
の
２
ア

イ
テ
ム
を
投
入
し
た
。

　

肌
に
直
接
貼
る
タ
イ
プ

の
温
熱
シ
ー
ト
「
腰 

40

℃
」
は
、
季
節
問
わ
ず
使

用
し
や
す
い
温
度
設
定
が

８
時
間
持
続
す
る
。
腰
の

冷
え
や
痛
み
、
ハ
リ
を
和

ら
げ
る
機
能
を
備
え
る
ほ

か
、
ワ
イ
ド
で
ス
リ
ム
な

設
計
が
広
範
囲
の
温
め
と

軽
い
使
用
感
を
実
現
。
腰

の
動
き
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る

４
分
割
形
状
や

肌
に
や
さ
し
い

粘
着
シ
ー
ト
を

採
用
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
首

肩
ポ
イ
ン
ト
温

働
く
女
性
の
冷
え
悩
み
に
寄
り
添
う
ブ
ラ
ン
ド

「Ｏｎ Ｓｔｙｌｅ おなか 40℃」
エステー

母子手帳

第287回

シワの溝の部分にはコンドロイチン硫酸が少ない
シワ部位 シワのない部位

皮膚断面のコンドロイチン硫酸染色像
同じドナーの、目尻のシワ部位と、頬のシワのない部位の皮膚の

コンドロイチン硫酸を染色した。。
赤色：コンドロイチン硫酸（矢印はコンドロイチン硫酸の少ない部分）

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
真
皮
中
の
血
管
密

度
が
高
い
タ
イ
プ
の
シ
ミ
ほ

ど
、
色
素
沈
着
は
改
善
し
に

く
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
資
生
堂
の
独
自

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
シ
ミ
部
位
の
血
管
の
状

態
が
、
シ
ミ
の
形
成
だ
け
で

な
く
改
善
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
を
解
明
し
、
美
白
ケ
ア

　

資
生
堂
は
、
東
京
女
子
医
科
大
学
講
師
の
根
岸
圭
医
師

と
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
肌
内
部
の
血
管
を
３
次

元
で
観
察
す
る
独
自
技
術
を
活
用
し
、
シ
ミ
部
位
に
存
在
す
る
血

管
密
度
が
高
い
ほ
ど
、
シ
ミ
の
色
素
沈
着
が
改
善
し
に
く
い
こ
と

を
発
見
し
た
。
同
社
は
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
シ
ミ
部
位
の

血
管
が
シ
ミ
の
形
成
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
が
、
今
回
は
こ
の
血
管
が
シ
ミ
の
色
素
沈
着
の
改
善
プ
ロ
セ
ス

に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
、
美
白

ケ
ア
に
お
け
る
血
管
の
重
要
性
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
こ
れ
ま
で
長
年
培
っ
て
き
た
美
白
研
究
の
成
果
を
活
用
し
、

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
明
る
く
健
や
か
な
肌
の
実
現
を
目
指
す
。

に
お
け
る
血
管
の
重
要
性
を

改
め
て
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
も
、
幅
広
い
視
点
か

ら
美
白
研
究
を
進
め
、
明
る

く
健
や
か
な
肌
の
実
現
に
向

け
て
挑
み
続
け
る
。

　

ポ
ー
ラ
化
成
工
業
は
、
皮
膚
の
中
に
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
が
存

在
す
る
と
、「
シ
ワ
改
善
有
効
成
分
、Ｎ
Ｅ
Ｉ
―
ｌ
１
（
ニ
ー
ル
ワ
ン
）

の
働
き
が
高
ま
る
こ
と
」「
シ
ワ
原
因
と
な
る
細
胞
『
好
中
球
』
を
皮
膚
に

集
ま
り
に
く
く
す
る
成
分
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
グ
リ
セ
リ
ン
（
Ｃ
Ｈ
Ｇ
）
の

働
き
が
高
ま
る
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
た
。
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
を
増
や

す
こ
と
で
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
効
果
を
よ
り
引
き
出
せ
る
と
期
待
で
き
る
。
こ

の
知
見
は
、今
後
の
ポ
ー
ラ・オ
ル
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の
製
品
に
活
用
さ
れ
る
。

施術前 施術後

血管密度 : 低い

血管密度 : 高い

※メラニン量を減らす手段としてレーザー照射を１回行い、
　　　　　　　　３カ月後の肌状態を確認

コンドロイチン硫酸がシワ改善有効成分
「ニールワン」の働きを高めることを確認 ポ

ー
ラ

個
々
人
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
を

判
別
す
る
評
価
法
を
開
発

コーセー
　

コ
ー
セ
ー
は
、
文
京
学
院
大
学 

人
間
学
部 

長
野
祐
一
郎
准
教
授
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
皮
膚
温
応
答
性
を
利
用
し
、
短
時
間
で
簡
便
に
ス
ト
レ
ス

耐
性
を
判
別
す
る
評
価
法
を
開
発
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
を
「
皮
膚
温
応
答
性
を
用
い

た
ス
ト
レ
ス
耐
性
評
価
の
試
み
―
ア
ロ
ス
タ
シ
ス
理
論
に
基
づ
く
分
析
」（
美
容
開
発

部 

渡
邉
梨
奈
氏
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
第
22
回
日
本
感
性
工
学
会
大
会
（
２
０
２
０

年
９
月
９
～
11
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）に
て
発
表
し
、優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

資生堂
シ
ミ
部
位
の
血
管
密
度
と
色
素
沈
着
の
関
係
性
を
確
認


